
精神医学・学内学術講演会
児童青年期の摂食障害への包括的な治療アプローチ
－集中的治療プログラムと複合家族療法による家族支援－

　　　　　　　　　　　　　　記
日時：　
平成26年11月20日（木）17：30　～ 19：00
場所：
　　　九州大学病院　ウエストウイング・カンファレンスルーム
受講料：
無料
演題：
　　　Treatment of Eating Disorders and Family Support
講師：　
Dr. Mima Simic
　　　　　　Department of Child & Adolescent Psychiatry,

      　　　Michael Rutter Center for Children and Young People

      　　　The Maudsley Hospital
＜講師紹介＞　シミック医師は、キングスカレッジ・ロンドン大学精神医学研究所の青年期精神医学部門の講師を担当するとともに、モーズレー病院のマイケル・ラターセンターで児童思春期摂食障害専門外来（CAEDS）共同責任者として診療にあたっています。


専門領域として児童青年期摂食障害の治療および境界性パーソナリティ障害と診断される、あるいはリスクのある若者への弁証法的行動療法による治療に取り組んでいます。


シミック医師の活躍は英国国内にとどまらず国際的な研究および教育研修活動に意欲的に取り組まれています。


その主な活動内容は、摂食障害や自傷行為の治療に関するものです。近年は複合家族療法（Multi-Family Therapy）およびその他の家族療法の有効性についての多施設研究を行っています。同時にこれらの治療技法の研究結果を統合して、新たに神経性無食欲症や特定不能の摂食障害をもつ若者のための集中的治療プログラムを開発し、臨床に導入されています。

















九州大学病院「子どものこころの診療部」神庭重信　吉田敬子　　　　　　　　　　　








